
下水汚泥の肥料利用促進の方向性

○持続可能な食料システムの確立に向け、下水汚泥を肥料として活用することは、輸入依
存度の高い肥料原料の価格が高騰する中で、大変有意義。

○下水汚泥の多くがこれまで焼却されており、現在の肥料利用は約1割にとどまっている。
○今後、肥料の国産化と肥料価格の抑制につなげるべく、農林水産省と緊密に連携し、
肥料利用を大幅に拡大する。

※下水汚泥は我が国の年間リン需要量（約30万t）の1～2割相当を含有。

【下水汚泥の肥料利用の状況】
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